
取扱説明書

保管用

■このたびはパナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
■この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
■ご使用前に「安全上のご注意」（４～５ページ）を必ずお読みください。
■保証書は「お引き渡し日・販売店名」などの記入を確かめ、大切に保管してください。

品番 : DNE001K

施工説明書、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書の内容を守らなかったために発生した不具合については、
保証期間内であっても無料修理の対象外となります。

保証書付き



製品構成と各部の　 なまえご使用の流れ

充電スタンド本体

コンセントユニット

通電の確認

スタンド位置表示灯の点灯・
消灯のタイミングがおかしく
なった

プラグを接続する

電源LED、充電 LEDが
点灯しない

プラグを取り外す

コンセントユニットを
増設したい

コンセントを交換したい

その他、お困りの場合は
「故障かなと思ったら」（14ページ）を
ご参照ください。

LED 表示で確認できます

1. 車両とプラグを接続
2. 本体とプラグを接続

1. 本体とプラグを外す
2. 車両とプラグを外す

充電方法

こんなときは…

…充電…

6
ページ

14
ページ

7
ページ

14
ページ

9
ページ

15
ページ

天面部

スタンド位置表示灯

ブランクカバー

コンセントユニット

取付ベース

電源 LED（緑）

充電中 LED（橙）

《扉を閉じたところ》

《正面》

鍵穴

ケーブル通線口

コンセントユニット
増設可能スペース

扉

●コンセントユニットの
増設は、１段目のコン
トロールボックスの干
渉が少なく、扉の開閉
がしやすい上から４段
目に行うことをおすす
めします。
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製品構成と各部の　 なまえ

照度センサ採光窓

もくじ
使用イメージ

ブレーカ確認ふた

裏板（上）

裏板（下）

200 V 用
コンセント

100 V 用
　 コンセント※

はじめに

充電方法

お手入れと日常点検

コンセントユニットの増設・交換

交換・確認

故障かなと思ったら

仕様

ご使用の流れ… …………………………………………2
製品構成と各部のなまえ… ……………………………2
安全上のご注意… ………………………………………4
LEDの状態表示…………………………………………6

充電の開始… ……………………………………………7
充電の終了… ……………………………………………9

お手入れのしかた… ………………………………… 11
定期点検… …………………………………………… 12
定期点検表… ………………………………………… 13

コンセントユニットの増設・交換… ……………… 15

ブレーカの確認・操作… …………………………… 10

故障かなと思ったら… ……………………………… 14

仕様… ………………………………………………… 15
保証とアフターサービス… ………………………… 16

上部カバー
手元表示灯（白）

コンセント

コンセントカバー
コンセントプレートコンセントブロック

インターロックスイッチ

《背面》

《扉を開けたところ》

内部天面にあります。（6 ページ）

※ DNE101K（コンセントユニット 100 V 用） 
　 に使用しています。

●● 安全上のご注意は、4-5ページでご確認ください。
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安全上のご注意

●ぬれた手でコンセントやプラグを触らない

必ずお守りください

お願い
当社では品質、信頼性の向上に努めていますが､ 
一般的に金属製品は使用年月とともにさびなどの腐
食が発生し、最終的に継続的使用が困難な状態（寿命）
が生じます。

またコンセントについても一般的に抜き挿し回数に
よって継続的使用が困難な状態（寿命）が発生します。

本製品も同様に使用条件、使用場所で異なりますが、
本体については建柱後 10 年程度経過すると劣化が 
進みますので、更に長くご使用いただくためお客様
ご自身で定期点検表の点検頻度に基づき必ず定期的
に点検してください。

またコンセントおよびコンセントユニットについて
は 3 年に 1 回交換してください。

異常や不具合がありましたら、施工工事店まで 
ご連絡ください。

また本製品はお客様の大切な財産です。確実に点検を 
行うとともに以下のことを必ずお守りください。

○人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守り
　いただくことを説明しています。

○万一、注意事項に従わず使用された場合の事故や故障
　などについては、責任を負いかねます。

■ 使用時のご注意

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を
　区分して、説明しています。

「死亡や重傷を負うおそれが大きい
内容」です。

「死亡や重傷を負うおそれがある
内容」です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

●製品の分解・改造は行わない

●プラグを水につけない

●可燃性ガスや引火物の近くで使用しない

●表面が焦げているコンセントは使用しない

●電気自動車およびプラグインハイブリッド
　車の充電用途以外で使用しない

●コンセント樹脂部に割れ・欠けなどの異常
　が発生した場合は、直ちに使用を中止する

施工工事店までご連絡ください。

● LED動作に異常が発生した場合は、直ち
　に使用を中止する

施工工事店までご連絡ください。

●雨の日に使用する場合は、コンセント部に
　水がかからないように使用する

●定格容量（200…Ｖ／20…Ａ　100…V／15…A）
　を超えて使用しない

●コンセントユニット内にプラグ以外のもの
　を入れない

●充電中以外はプラグをコンセントに差し込
　んだまま放置しない

●テーブルタップなどを使用しない

●通電中（充電中）にコンセントユニット内
　に手を入れない

●器具内部に水をかけない

●本製品を布や布団、服などで覆わない

●コンセントユニットは、充電スタンド本体
への増設・交換専用です。それ以外の用途
では使用しない

●プラグ先端の栓刃には手を触れない
高電圧による感電の原因となります。

感電、火災、やけど、
けがなどを防ぐために
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安全上のご注意

●製品に水をかけて清掃しない

●絶縁抵抗計（メガー）を使用しない
絶縁抵抗を計測する場合は、施工工事店へご依
頼ください。
〜施工工事店様へ〜

極間に電子部品が接続されており、製品が破損す
る原因となりますので、極間では使用しないでく
ださい。

●動物などの排泄物が付着することが考えら
　れる場合は、点検サイクルを短くし、安全
　確認を行う
●地際部には植栽などの土がかからないよう
　に管理する。

さびなどの腐食が促進され、製品倒壊の原因と
なります。

●有機溶剤（ベンジンなど）をかけて清掃…
　しない

●清掃の際、家庭用洗剤などをコンセント…
　内部にかけない

●お手入れ・点検の際は必ずブレーカを…
　「OFF」にする

ブレーカを ON にしたままで作業すると、感電
やけがの原因となります。

●定期点検表（13ページ）に基づき点検頻度
　を守って必ず定期的に点検し、異常や不具
　合があれば施工工事店に連絡する

点検しないまま使用すると、感電・漏電や製品
が破損する原因となります。

●製品にさびが発生した場合、必ず早期に…
　補修する

さびが発生したまま使用すると製品が破損し 
感電や倒壊によるけがの原因となります。

●本製品は日本国内専用です。国外では使用しないでくだ
さい。
●夏場など直射日光が強い場所で使用する場合は、金属表面温
度が高くなるおそれがありますので、特にご注意ください。
●積雪時は適切に除雪してください。
●プラグが汚れていたり、プラグに水分が付着している
場合は乾いた布で拭き取ってからご使用ください。
●コンセントユニットおよびブレーカが冠水した場合、
コンセントユニットおよびブレーカを交換してください。
●使用を終了した製品は、万一の場合の倒壊防止のため、
放置せずに撤去してください。
●清掃方法については「お手入れと日常点検」（11ページ）
をご確認ください。

■保守・点検時のご注意

けがや事故などを防ぐために

けがや事故などを防ぐために

感電、火災、やけど、けがなどを
防ぐために

●電源プラグは根元を持って抜く
ケーブルを持って抜くと、絶縁劣化やショート
などにより、感電・発火・火災の原因となります。

●電源プラグはしっかり奥までで差し込んで
　ロックする

差し込み不十分な場合、焼損や火災の原因と
なります。

●扉や鍵を強引に開閉しない
転倒してけがをしたり、製品が破損する原因と
なります。

●製品に穴をあけるなどの追加工はしない
　（裏板（下）の穴あけ加工は除く）

穴部のバリなどによるけがや電線を傷つけるこ
とによる感電、さびなどの発生により製品が破
損する原因となります。

●充電作業は車両側の取扱説明書に従って…
　作業する

車両側の機器が故障する原因となります。

●電源プラグの抜き挿し時以外は確実に扉を
　施錠する

水滴の浸入や手指の挿入による感電、ケーブル
盗難や盗電されるおそれがあります。

●製品の上に乗ったり、もたれかからない
転倒してけがをしたり、製品が破損する原因と
なります。
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LED の状態表示
ご使用前に通電確認のため電源 LED（緑）が点灯していることを確認してください。
その他の LED 表示は以下のとおりです。正確に点灯していない場合は「故障かなと思ったら」 

（14 ページ）をご参照ください。

スタンド位置表示灯 電源 LED（緑）

充電中 LED（橙）

手元表示灯

周囲が暗くなると自動的に点灯し、明るくなると消灯します。 コンセントに電源が供給されている時に点灯します。
無通電状態や扉が開いている時は消灯します。

電気自動車充電中に点灯します。
おおむね充電が完了すると消灯します。

コンセントユニットの扉を開くと点灯し、閉じると消灯 
します。
夜間など視界が悪い場所でコンセントの位置を確認でき 
ます。

ご注意

ご注意

●● 点灯時および消灯時の周囲照度は立地環境の影響
を受けバラツキが生じます。
●● 充電スタンド本体の電源を入れたときは、1～2分
程度周囲照度に関わらず点灯します。

●● 充電中 LED（橙）の表示は目安であるため、充電
完了の確認は必ず車両側で行なってください。

スタンド位置表示灯（青）

電源 LED（緑）

充電中 LED（橙）

コンセントユニットの扉を開けた状態

手元表示灯
（白）
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充電方法

充電開始前に

充電の開始

最初に、車両側にプラグを差し込む
安全のため、最初に車両側にプラグを差し込んでください。

ご注意

ご注意

●● 接地極位置を確かめて接続してください。

●● 電源プラグはしっかり奥まで差し込んでロック
をしてください。

●● 車種によっては逆の手順でないと充電を開始
しない場合があります。必ず車両側の取扱説
明書に従って作業してください。
●● プラグ先端の栓刃は高電圧になっている可能
性がありますので絶対に触らないでください。

■感電防止のためのお願い■
先に車両側のプラグを差し込んでからコンセントに
接続してください。

1 コンセントユニットの鍵を回し、
扉を開ける
電源 LED は扉が閉じているときに点灯、開けたとき
に消灯します。

2 コンセントカバーを押し下げ、
電源プラグをコンセントに差し込む

プラグの接続

8 ページにつづく

電源 LED

開

200 V 用 100 V 用

接地極

右へ

コンセントカバーを離すとコンセントカバー部に
電源プラグの突起が引っ掛かり、電源プラグにロッ
ク※がかかります。
※●注）専用の　EV・PHEV 充電用　電源プラグ●

●以外は使用できません。

コンセントカバー

（専用）電源プラグ

コンセント
カバーを
押し下げる

（例は 200 V の場合）

●充電開始・終了作業につきましては、車両側の取扱説明書に従って作業してください。
●専用の　EV・PHEV充電用　電源プラグ以外は使用できません。また、電源プラグ本体の長さが
　90 mm 超のものは適合しません。
●電源プラグがしっかり奥まで差し込まれロックしていることを確認してください。
● LED 動作に異常がある場合は、施工工事店までご連絡ください。
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3 ケーブルを通線口に通してから
扉を閉め、鍵をかける
扉を閉めたときに電源 LED および充電中 LED が
点灯することを確認してください。

●ケーブルを扉で挟み込まないように
　注意して閉じる

感電および火災の原因となります。

ご注意
●● 確実に扉が閉まらないと充電が開始されません。
●● ケーブルは無理に曲げないようにしてください。
●● 鍵は大切に保管してください。
●● 充電スタンドと車両を接続しているケーブル
で足を引っ掛けないよう、ご注意ください。

これで「充電の開始」作業は終了です。

電源 LED

ケーブルの挟み込みに注意

充電中 LED

閉

左へ

車両側にて充電が開始されていることを確認して
ください。
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プラグの取り外し

これで「充電」作業は終了です。

●充電開始・終了作業につきましては、車両側の取扱説明書に従って作業してください。
●電源プラグを無理に引っ張ってコンセントから抜かないでください。
● LED 動作に異常がある場合は、施工工事店までご連絡ください。

充電の終了

1 鍵を回し、扉を開ける
扉を開けたときに電源 LED および充電中 LED が
消灯したことを確認してください。

2 コンセントカバーを押し下げ、
電源プラグ本体を持って抜く
コンセントカバーを押し下げて、電源プラグのロック
が外れたことを確認し、電源プラグを抜いてくだ
さい。
感電防止のため、車両側のプラグを抜く前に、 
先にスタンド側のコンセントから電源プラグを抜
いてください。

3 扉を閉め、鍵をかける
扉を閉めたときに電源 LED が点灯、充電中 LED
が消灯していることを確認してください。

4 最後に、車両側のプラグを抜く
安全のため、スタンド側の電源プラグを抜いた後
に、車両側のプラグを抜いてください。

ご注意

ご注意

●● 電源プラグ本体を持たずに抜くと、芯線が傷ん
だり、コンセント部の故障の原因となります。

●● 雨水浸入防止のため、確実に扉を閉めて鍵を
かけてください。

開
右へ

閉

左へ

電源 LED

電源 LED

充電中 LED

コンセントカバー

コンセントカバー 押し下げる

コンセント

ロック部

（専用）電源プラグ

電源
プラグ

（断面図）
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ブレーカの確認・操作
充電スタンド本体内部にブレーカが設置されていて、ブレーカを ON ／ OFF したい
場合、下記手順に従って確認・操作してください。電源 LED、充電 LED が点灯して
いないときは OFF になっている可能性がありますので ON にしてください。

ブレーカを ON にし、コンセント
ユニットの動作を確認する
< 確認項目 >
【共通項目】

●コンセントユニットの扉を閉めた状態で電源 LED（緑）
　が点灯すること。
●扉を開けた時に電圧が 0 V であること。

【AC 200 V の場合】
●コンセントの L1 相、L2 相にテスターを接続
　して扉を閉めた時に、定格電圧（AC 200 V）
　が出力されていること。

【AC 100 V の場合】
●コンセントの L 相、N 相にテスターを接続し
　て扉を閉めた時に、定格電圧（AC 100 V） 
　が出力されていること。

ブレーカ
確認ふた

テスター

電源 LED（緑）

ブレーカの確認・操作方法

動作確認

1 確認したい部位のブレーカ確認 
ふたを取り外す
同梱の特殊工具を使用し、ブレーカ確認ふた固定
ねじ（2 か所）を外し、ふたを取り外します。

2 ブレーカの ON（または OFF）
操作を行う
ブレーカ確認窓から手を入れ、ブレーカを操作 
します。

3 操作完了後、ふたを取り付ける
同梱の特殊工具を使用し、ブレーカ確認ふた固定
ねじ（2 か所）でふたを取り付けます。

ご注意
●● 不用意にブレーカ確認窓に手やドライバーを挿入
しないでください。

200 V 用の場合

M5特殊ねじ
締付トルク：2.4 N・m

接地極

接地極
L1 相

L2 相

N 相 L 相

こんな時に
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●表面が汚れたら、よく絞ったタオル
などで拭いてください。ベンジンな
どの有機溶剤は使用しないでくださ
い。またコンセントに洗剤などが付
着しないようにご注意ください。

お手入れと日常点検
お手入れのしかた

鍵番号の記入

お手入れ点検表の部位位置と
鍵番号のご記入指示図

●漏電ブレーカが正確に作動することを定期的にご確
認ください。漏電ブレーカのテストスイッチを押す
ことによって確認できます。

 詳細は漏電ブレーカの取扱説明書をご覧ください。

●コンセントユニット内部に水が付着している場合は
乾いた布で拭き取ってください。また、ごみなどを
取り除いてください。

●地際部やコンセントユニット表面にさびが発生して
いないことをご確認ください。さびが発生している
場合は、施工工事店までご連絡ください。

テスト
スイッチ

①取付ベース部
　（地際部）

鍵番号

コンセントユニットA

コンセントユニットB

コンセントユニットC

コンセントユニットD

●器具に水をかけて清掃しない
火災・感電の原因となります。

●鍵紛失時に備えるため、鍵番号を記入してください。
　鍵番号は、アルファベットと数字の 6 桁です。

鍵番号記載位置

鍵番号

鍵番号はコンセント
ユニットの鍵穴部と
鍵に記載しています。

③コンセント
　ユニット

②本体

A

B

C

D
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部位 点検個所 点検内容 異常の原因
点検日

異常時の処置

●点検頻度　1回/半年

①取付
　ベース部
　（地際部）

さびの発生有・無
（さびによる膨れなど）

傷などによるさびの
進行

さびの発生有・無
（さびによる膨れなど）

傷などによるさびの
進行

緩み有・無

②本体

※1“カチッ”と音が鳴れば正常です。

傾き発生有・無
衝突やもたれかかり、
強い力によるケーブル
の引っ張りなど

衝突やもたれかかり、
強い力によるケーブル
の引っ張りなど

樹脂割れ発生
有・無

夜間でのLED
不点灯有・無

衝突や打痕

傾き・ガタつき発生有・無

振動による緩み

強い力によるケーブル
の引っ張りなど

衝突や環境負荷

コンセント寿命

異常挿入・変形
コンセント寿命

扉を開いた状態でインターロック
スイッチを押した時の
“カチッ”音の有・無※1

内部部品不良

③コンセント
　ユニット

設置面

固定ボルト

筐体

設置状態

スタンド
位置表示灯

扉

インターロック
スイッチ部

コンセント

上部カバー

コンセント固定部の歪み有・無

コンセント樹脂部の割れ・欠け
有・無

プラグ差し込み時の緩み有・無

プラグ差し込み時の異常な硬さ
有・無

交換・補修

交換・補修

増し締め

/ / / / / /

基板不良
内部配線不良

交換

コンセント異常
内部配線不良充電時の異常発熱有・無

衝突・劣化樹脂割れ発生有・無

基板不良
内部配線不良

基板不良
内部配線不良

扉を閉めた状態での電源LED・
充電中LED不点灯有・無

扉を開いた状態での電源LED・
充電中LEDの点灯有・無

■建柱後20年以内で必ず建替えてください。

●製品を長く・安全にお使いいただくために、定期点検を行ってください。

点検の結果、異常や不具合があった場合や、交換や建替が必要な場合は施工工事店までご連絡ください。

■建柱後1０年程度経過すると劣化が進みますので、建替をご検討ください。
　使用環境によって、さらに短い期間で消耗・劣化する場合もあります。
　10年以上ご使用いただく場合、お客様ご自身で定期点検表に基づき、点検頻度を増やして（全ての項目を１回／月以上）
　点検を実施してください。

メンテナンススケジュール

3年 9年 15年メンテナンススケジュール

※部品の交換や建替は電気工事士の有資格者が行ってください。

6年 12年 18年 20年

●定期点検の詳細内容は、定期点検表（13ページ）に従い、実施してください。

●下記のメンテナンススケジュールに記載している部品は、定期的に交換が必要な部品です。
●下記のメンテナンススケジュールに記載している交換目安は、交換を推奨する時期です。
　保証期間を示すものではありません。
　使用環境によって、さらに短い期間で消耗、劣化する場合もありますので、点検リストに従い、定期点検を行ってください。

●点検の結果、異常や不具合があった場合や交換作業が必要な場合は、施工工事店までご連絡ください。有料で交換します。
　劣化する前に交換することをお勧めします。

●定期点検時は、雨水が吹き込まないように、雨天時などを避けて、作業してください。

●漏電ブレーカやスイッチの確認・操作をする
　場合は、絶対に電極部に触れない
感電の原因となります。

●裏板を開け電極部の点検をする場合は、必
　ず漏電ブレーカを「切」にしてから作業する
感電の原因となります。

施工工事店までご相談ください。

●点検の結果、異常や不具合が発生した場合
　は、漏電ブレーカを「切」にして、直ちに使用
　を中止する

コンセントユニットの交換
（3年ごと） 交換 交換 交換 交換 交換 交換

●塩害地・温泉地など劣化が促進される場所に設置している場合は、点検頻度を増やして（推奨：全ての項目を1回/3か月
　以上）、点検を実施してください。

（10年～20年）
充電スタンド本体の建替 建替

定期点検
（1回／半年） 半年ごとに点検実施 ※定期点検はお客様ご自身で実施してください

定期点検 
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部位 点検個所 点検内容 異常の原因
点検日

異常時の処置

●点検頻度　1回/半年

①取付
　ベース部
　（地際部）

さびの発生有・無
（さびによる膨れなど）

傷などによるさびの
進行

さびの発生有・無
（さびによる膨れなど）

傷などによるさびの
進行

緩み有・無

②本体

※1“カチッ”と音が鳴れば正常です。

傾き発生有・無
衝突やもたれかかり、
強い力によるケーブル
の引っ張りなど

衝突やもたれかかり、
強い力によるケーブル
の引っ張りなど

樹脂割れ発生
有・無

夜間でのLED
不点灯有・無

衝突や打痕

傾き・ガタつき発生有・無

振動による緩み

強い力によるケーブル
の引っ張りなど

衝突や環境負荷

コンセント寿命

異常挿入・変形
コンセント寿命

扉を開いた状態でインターロック
スイッチを押した時の
“カチッ”音の有・無※1

内部部品不良

③コンセント
　ユニット

設置面

固定ボルト

筐体

設置状態

スタンド
位置表示灯

扉

インターロック
スイッチ部

コンセント

上部カバー

コンセント固定部の歪み有・無

コンセント樹脂部の割れ・欠け
有・無

プラグ差し込み時の緩み有・無

プラグ差し込み時の異常な硬さ
有・無

交換・補修

交換・補修

増し締め

/ / / / / /

基板不良
内部配線不良

交換

コンセント異常
内部配線不良充電時の異常発熱有・無

衝突・劣化樹脂割れ発生有・無

基板不良
内部配線不良

基板不良
内部配線不良

扉を閉めた状態での電源LED・
充電中LED不点灯有・無

扉を開いた状態での電源LED・
充電中LEDの点灯有・無

定期点検表 本点検表を必要枚数コピーしてお使いください。

点検の結果、異常や不具合があった場合や交換・補修作業が必要な場合は、
施工工事店までご連絡ください。
※ 部位個所は 11 ページの「お手入れ点検表の部位位置と鍵番号のご記入指示図」でご確認ください。
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故障かなと思ったら
下記内容をご確認の上、対処方法をお試しください。
確認の結果、異常がある場合は施工工事店までご連絡ください。

●● 本体に漏電ブレーカを取り付けた場合のブレーカの操作方法は10ページ「ブレーカの確認・操作」をご確認ください。

●お手入れ・点検の際は必ずブレーカを…
　「OFF」にする

ブレーカを ON にしたままで作業すると、感電
やけがの原因となります。

現　象 原　因 処　置

●充電が開始しない

・ブレーカが OFF になっている ブレーカを ON にする。
・プラグがコンセントから抜けている プラグをコンセントに確実に差し込む。
・扉が確実に閉まっていない 扉を閉め、鍵をかける。
・満充電状態となっている 車両にて充電状態を確認する。

●電源 LED（緑）が点灯しない
・ブレーカが OFF になっている ブレーカを ON にする。

・扉が確実に閉まっていない 扉を閉め、鍵をかける。

●扉を開いても電源 LED（緑）
が消灯しない

・扉が閉まっている 扉を確実に開く。

・内部機器が壊れている
コンセントユニットを交換する。

※コンセントユニットを交換する場合
は施工工事店までご連絡ください。

●充電中 LED（橙）が点灯しない

・プラグがコンセントから抜けている プラグをコンセントに確実に差し込む。

・満充電状態となっている
・車両側の制御で、充電開始までに 

 時間がかかっている

車両にて充電状態を確認する。
※車種によってはコンセントを先に接

続しなければ充電できないものも
あります。車両側に付属の取扱説
明書をご確認ください。

●扉を開いても充電中 LED（橙）
が消灯しない

・扉が閉まっている 扉を確実に開く。

・内部機器が壊れている
コンセントユニットを交換する。

※コンセントユニットを交換する場合
は施工工事店までご連絡ください。

●スタンド位置表示灯（青）が
点灯しない

・ブレーカが OFF になっている ブレーカをONにする。（10ページ参照）

・内部機器が壊れている
・明るいため、照度センサが機能せず

点灯しない

位置表示灯を交換する。
※周囲の街灯などの影響もご確認くだ

さい。
※十分暗い状態でも点灯しない場合

は、施工工事店までご連絡ください。

●スタンド位置表示灯（青）が
消灯しない

・内部機器が壊れている
・日陰などで暗いため、照度センサが

働き、消灯しない

位置表示灯を交換する。
※十分明るい状態でも消灯しない場合

は、施工工事店までご連絡ください。
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コンセントユニットの増設・交換

仕様

コンセントユニットの増設方法およびコンセントの交換方法については、施工工事店
までご連絡いただき、施工説明書の記載に従って作業してください。

ご注意
●● コンセントユニットは、充電スタンド本体への増設・交換専用です。それ以外の用途では使用しないでください。
●● コンセントユニットの増設およびコンセントの交換は、必ず「電気工事士」の資格が必要です。
●● コンセントユニットを増設するには、あらかじめ予備配管がされているかご確認ください。配管が無い場合は、
基礎工事をやり直す必要があります。（露出配管する場合を除く）
●● コンセントユニット１台ごとに漏電ブレーカ１台を使用して、回路を保護してください。

●● 本製品はコンセントユニットを増設
することができます。

●● 13ページの点検表に基づき点検
した結果、コンセントに異常があ
り交換が必要である場合、コンセ
ントブロックの交換が可能です。

増設 交換

《扉を開けたところ》

ブランクカバー

品番：DNE101K（100 V 用）
        DNE201K（200 V 用）

コンセントユニット
増設可能スペース

標準 コンセントユニット
４段目設置の例

コンセントユニット
200 V 用または
コンセントユニット
100 V 用（別売）
の増設が可能。

■充電スタンド本体基本仕様
品番 DNE001K

コンセントユニット
（標準装備）

AC200 V 50/60 Hz
20 A × 1 ユニット

使用温度範囲 － 10 ℃～＋ 40 ℃
寸法（突起部含まず） 幅 280 mm ×奥行 230 mm ×高さ 1500 mm（取付ベース高さを含む）

質量 約 33 kg（取付ベース込み）
防水防塵 IP44 相当
設置方法 ベースプレート方式
設置場所 屋内・屋外

■コンセントユニット基本仕様
用途 200 Ｖ用 100 Ｖ用
品番 DNE201K DNE101K
定格 AC200 V  20 A AC100 V  15 A

使用温度範囲 － 10 ℃～＋ 40 ℃

質量 約 3.1 kg

その他機能 鍵、インターロック、電源 LED、充電中 LED

コンセントブロック

●コン セントユ ニット の
増設は、１段目のコント
ロールボックスの干渉が
少なく、扉の開閉がしや
すい上から４段目に行う
ことをおすすめします。

15



故障かなと思ったら 14

EV・PHEV充電用 充電スタンド ELSEEV
パブリックエリア向け

エルシーヴ

DNE001K

5年

5

漏電ブレーカを「切」にして、

製品
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■本資料の記載内容は、平成28年2月現在のものです。
■製品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。


